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【科目】電子情報工学実験実習
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・1 年次
【担当教員】

雑賀 洋平
牛田 啓太
大墳 聡

【授業目標・教育方針】
■ 前期
　タイピング練習および電子情報工学基礎実習を実施します。
　タイピングは，コンピュータ操作に不可欠です。この必要性を理解し，コンピュータを思いどおりに操作できるよ
うになってください。
　電子情報工学基礎実習では電子情報工学の理解に必要な基礎知識を，講義と実習で身に付けます。電気電子現象は
目に見えないものが多いですが，手を動かし，計測器の挙動などから実感してください。
■ 後期
　まず，実験の進め方を身に付けてください。また，実験をまとめ，プレゼンテーションするための報告書の書き方
も身に付けてください。
　実験の基礎技術・基礎知識を習得したあと，テーマごとに実験を実施します。これまで習ったことを復習し，また，
新しく導入された考え方などを理解しながら，実験を実施し，実験のスキルを磨き，報告書としてまとめ，知識・経
験として身に付けていってください。

【授業概要】
本科目は通年 2 単位科目，授業時間は 60 単位時間（45 時間）です。
■ 前期
　まず，これからコンピュータと本格的に付き合っていくにあたり重要なスキルのひとつである，タッチタイピング
の練習をします。正しいポジションで，思ったことを滞りなくタイプできるようにしてください。
　そのあと，電気・電子工学の基礎を，授業と実習・演習を通じて学びます。実習に際してワークシートを提出を求
めます。
　なお，1 年次の実験実習の前期に限り，中間・定期試験を実施します。
■ 後期
　後期前半では，実験実習を進めるにあたって基礎技術を習得します。器具の扱い方，データのまとめ方，報告書の
書き方などを，実習・演習を交えて学習します。このまとめとして，グループごとに実験を行い，報告書をまとめ，
その添削指導を受けていただきます。
　後期後半は，グループごとの実験です。4 ～ 5 人のグループに分かれ，電気・電子工学，コンピュータハードウェ
アに関する実験を行います。実験に先立って，テーマ説明を行いますので，実験の概要を理解し，準備して臨んでく
ださい。グループごとの実験では，テーマごとに報告書の提出を求めます。

【教科書・教材・参考書 等】
オリジナルテキストを使用します。オリエンテーション時などに配付します。

【メッセージ】
　タイピングは，まず「手元を見ない」ことを心がけてください。スピードは慣れてくるにつれて速くなってきます。
授業時間外でもタッチタイピングを意識しましょう。
　実習・実験は，よく準備・予習して臨んでください。また，実験事実は注意深く観察しましょう。実験ノートへの
記録も習慣づけてください。
　ワークシート・報告書の作成では，読み手に実験を（結果およびそれを通じて書き手が考えたこととともに）理解
してもらうためには何を書けばよいのか，つねに意識しましょう。自分の中で当たり前のように行っていたことでも，
他人に対しては説明の必要があることが多々あります。また，「考えて書く」習慣も付けてください。
　ワークシート・報告書の提出は，期日を厳守してください。ワークシート・報告書の提出状況が芳しくない場合，
本科目の単位は差し上げません。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：40%，その他：実験の取り組み状況，タイピングの到達度等 20
%
［後期］レポート：70%，その他：実験の取り組み状況 30%

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
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【授業計画】（授業名：電子情報工学実験実習）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 オリエンテーション 電子情報工学科のオリエンテーション，施設・設備の
案内をします。また，実験実習のオリエンテーション
も実施し，次週以降のタイピング練習の準備をしま
す。

2,3 タイピング練習 タッチタイプの練習をします。指使いを習得し，手元
を見ることなくタイプできるように練習してくださ
い。3 週めの最後に到達度の確認テストを行います。

タイピングテスト

4-14 電子情報工学基礎演習・実習 電子情報工学の基本，特に，電気・電子工学の基本的
な知識を，講義・演習・実習を交えて学びます。

ワークシート 1 ～ 4

15-17 実験実習の基礎技術・基礎知識 電子情報工学実験実習を行うにあたっての基礎技術・
基礎知識，報告書の書き方，図表・グラフの書き方，
計測機器の扱い方，測定データの扱い方などを，講義
と実習で学びます。

18 オームの法則に関する実験（説
明と準備）

実験実習の基礎技術・基礎知識を実践し，これからの
実験の準備として，簡単な電気回路の測定を行う実験
を行います。まず，実験内容とともに，実験を行うに
際しての準備・予習のしかたを説明します。

19 オームの法則に関する実験（実
験）

実験室で，班ごとに実験を行います。 報告書 1

20,21 電子情報工学基礎演習・実習 電子情報工学の基本，特に，電気・電子工学の基本的
な知識を，講義・演習・実習を交えて学びます。

ワークシート 5

22 報告書添削指導 「オームの法則に関する実験」の報告書を返却し，総
評および個別添削指導を行います。これからの報告書
作成に役立ててください。

23 実験説明会 第 24 回以降に実施する実験テーマについて，説明を
行います。

24-27 班ごとに実験 1 年次後期の実験テーマは次の 4 つです。
　1. 分圧・分流回路
　2. キルヒホッフの法則
　3. 論理ゲートの作製
　4. 基本論理回路の設計と製作

28 まとめ 1 年次 1 年間の実験について，まとめと総評を行いま
す。
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